
 伊達政宗公生誕４５０年記念「河水千年の夢」 

―政宗が目指したもの― 

騎馬像制作者 小室 達（とおる） 

芸術家の情熱 

 

日 時：平成２９年１２月６日（水）午後６時 15分（入場）  

場 所：楽楽楽ホール（JR・地下鉄長町駅前）入場無料 

                ＜講演会＞   開会挨拶   伊達家十八代当主 伊達 泰宗氏 

国土交通省仙台河川国道事務所長 

■ 第一部 基調講演 

仙台市博物館学芸普及室長 郷土史家 菅野 正道氏 

「河水千年の夢」－政宗が目指したもの－ 

元しばたの郷土館長 郷土歴史家     日下 龍生氏 

「柴田町出身 騎馬像制作者 小室達を語る」 

■ 第二部  対 談   菅野 正道氏 

           日下 龍生氏 

      司会 日下 均（広瀬川の清流を守る会 代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

＜主 催＞ 特定非営利活動法人  広瀬川の清流を守る会  

＜後 援＞ 国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 宮城県 仙台市 仙台市博物館  

（公財団）瑞鳳殿 仙台郷土研究会 伊達家伯記念會 柴田町 竹駒神社 青葉神社  

 

＜お問合先＞  特定非営利活動法人 広瀬川の清流を守る会 

〒982-0011仙台市太白区長町１丁目７－３７－５ 電話 ０２２－２４７－６５２２   

ＵＲＬ http://www.hirosegawa.com ✉info@hirosegawa.com 

※）事前申し込みはありませんが、入場制限がありますのでお早めにご来場願います。 

＜趣旨＞ 藩祖政宗公が慶長６年（１６０１年）仙台開府の際「仙人橋下・河水千年・民安国

泰・孰与尭天」と詠み、広瀬川の絶えない流れに例えて平和と繁栄を祈りました。その開府時

の政宗公が騎馬像のイメージになったと言われております。 

そこで政宗公生誕４５０年を記念し、騎馬像制作者である「小室 達」に光を当て、制作の目

的、制作者の選定経緯、制作者の思いや情熱について検証し、また騎馬像完成後の世界大戦の悲

劇と復活を語って頂きます。最後に、騎馬像が仙台市の象徴としてより市民に親しまれ、藩祖の

祈りを後世に伝えて頂くことを心から願っております。 

 


